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キセラ川西地区の歩み
HISTORY OF THE KISELA

まちの転換
川西のにぎわいの中心となる場所、キセラ川西地区

計画していた施設がそろい、未来に向けて一歩動き始めました

今回は、まちづくりの経緯やこのまちがめざしたものを紹介します

市
を
支
え
る
皮
革
工
場
が
あ
っ
た
場
所

　
市
中
心
部
の
北
側
に
あ
る
キ
セ
ラ
川
西

地
区
。
公
園
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

立
ち
並
ぶ
場
所
に
は
、
か
つ
て
皮
革
工
場

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
戦
後
、
世
界
的
に
革
製
品
の
需
要
が
伸

び
、
市
内
の
皮
革
工
場
か
ら
の
税
収
で
、

市
の
財
政
は
長
年
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
工
場
か
ら
の
汚
水
に
よ
る

猪
名
川
の
水
質
汚
濁
や
異
臭
で
、
市
民

の
生
活
へ
影
響
が
出
る
な
ど

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
皮
革
産
業
が
市
の
財
政
を
支
え
て
き
た

背
景
や
環
境
問
題
を
考
慮
し
、
市
は
汚
水

を
処
理
す
る
施
設
「
火
打
前
処
理
場
」
を

約
１
５
０
億
円
で
建
設
。
年
間
約
８
億
円

で
維
持
管
理
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
に
入
り
、
世
界
的
な
皮
革
市
場
の

変
動
で
、
輸
出
が
停
滞
。
ま
た
、
バ
ブ
ル

の
崩
壊
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
が
、

経
営
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
平
成
７
年
に
県
北
摂
地
区
皮
革
工
業
協

同
組
合
の
有
志
か
ら
要
望
を
受
け
て
、
市

は
再
開
発
を
決
断
し
、
住
宅
供
給
を
中
心

と
し
た
事
業
計
画
を
決
定
。
そ
の
後
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
の
影
響
で
、
平
成
15
年

に
国
か
ら
補
助
が
打
ち
切
ら
れ
、
事
業
か

ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
約
20
年
以
上
経
っ
た
火
打

前
処
理
場
の
更
新
と
、
10
年
間
の
汚
水
処

理
費
に
約
１
６
０
億
円
が
必
要
で
あ
る
こ

と
や
、
環
境
問
題
な
ど
の
課
題
は
引
き
続

き
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
産
業
継
続
の
た
め
の
施
設
更
新
と
維
持

か
、
地
区
の
再
開
発
か
。
皮
革
事
業
者
と

の
対
話
や
、
議
会
な
ど
で
の
議
論
の
末
、

市
は
新
し
い
ま
ち
へ
転
換
す
る
た
め
に
、

再
開
発
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
断
。

皮
革
事
業
者
の
転
廃
業
や
、
そ
れ
に
係
る

市
の
補
償
交
渉
、
皮
革
組
合
な
ど
の
多
く

の
決
断
と
協
力
を
経
て
、
事
業
は
再
び
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

愛
着
が
育
ま
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
す

キ
セ
ラ
川
西
地
区
は
、
医
療
・
住
宅
・

集
客
・
公
共
施
設
な
ど
多
機
能
が
連
携
す

る
「
次
世
代
型
複
合
都
市
」
を
め
ざ
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
、
民
間
資
金
や
経
営
・
技
術
能
力

を
活
用
す
る
手
法「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
」を
採
択
。

官
民
一
体
で
、
建
物
や
道
路
な
ど
の
整
備

（
ハ
ー
ド
）
と
、
市
民
参
加
型
の
活
動
（
ソ

フ
ト
）
を
同
時
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
事
業
者
や
市
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
ま
ち
を
育
て
、
思
い
の
バ
ト
ン
を
つ
な

い
で
き
た
場
所
。
今
、
こ
こ
に
多
く
の
人

が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
開
発
や
事
業
は
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え

ま
し
た
が
、
ま
ち
が
完
成
し
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
キ
セ
ラ
川
西
地
区
は
、
新
し

い
歴
史
を
歩
み
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
今

ま
で
の
歴
史
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
の

地
区
や
川
西
へ
の
愛
着
が
育
ま
れ
る
場
所

と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

1950
昭和 53 年～
皮革工場から排出される汚水を処
理する「火打前処理場」が本格稼
働

平成７年～
震災や不景気で皮革産業が徐々に
衰退。皮革組合の有志が市に再開
発の要望書を提出

昭和 25 年～
皮革工場が100社を超え、市の重要な産
業として財政を支えた。地区内の総生産
高の約10％は輸出用に製造販売された

19951978

平成 10 年～
市が住宅供給を中心とした再開発事
業を決定。その後、社会情勢の変化
などで平成 15 年に事業を中止

平成 15 年～
再開発事業を再検討。転廃業事業
の着手や火打前処理場の停止、補
償交渉が始まる

平成 19 年～
「次世代型複合都市」をめざすまちづ
くり方針を策定。方針実現のルール
を定めたまちづくり指針を策定

20071998 2003

平成 24 年～
低炭素まちづくり計画策定、PFI 事業
者との協定を締結。平成 25 年にまち
の愛称が「キセラ川西」に決定

平成 29 年～
市民の思いが込められた公園やせ
せらぎ遊歩道、キセラ川西プラザ、
オアシスタウンが次々にオープン

2012 2017 2022

3 22023.02

令和４年～
市立総合医療センターがオープン。
当初計画していた医療・住宅・集客
・公共施設がそろうまちとなった

キ 輝きや希望
セ まちを象徴するせせらぎ
ラ 都（洛

らく

）

今回は、まちづくりの経緯やこのまちがめざしたものを紹介します
キセラ川西
整備事業誌

もっと詳しく

まちの転換���������������
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市
長　
３
月
で
エ
コ
ま
ち
協
議
会

が
発
足
し
て
10
年
と
な
り
、区
切

り
を
迎
え
ま
す
。

　

長
年
キ
セ
ラ
川
西
地
区
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、こ
の

事
業
を
ど
う
見
ま
す
か
。

会
長　
専
門
家
の
立
場
か
ら
申
し

上
げ
る
と
、
キ
セ
ラ
川
西
地
区
は

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
転
換
で
き

た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
実
際
に
こ
の
地
区
や
周
辺
の
地

価
が
上
昇
し
た
こ
と
は
、
ま
ち
の

魅
力
が
向
上
し
た
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
は
、
事
業
の
成
果
だ
と
思
い

ま
す
。

市
長　

昭
和
か
ら
令
和
に
か
け

て
、
皮
革
産
業
と
火
打
前
処
理
場

と
い
う
川
西
の
歴
史
的
宿
命
に
、

多
く
の
方
々
が
向
き
合
っ
て
き
ま

し
た
。
転
廃
業
や
再
開
発
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
決
断
を
経
て
、
川
西
の

新
し
い
象
徴
と
な
る
場
所
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ち
の
歴
史
や
取
り
組
み

を
、
未
来
に
引
き
継
い
で
い
か
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

会
長　
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
は
全
国
初
で
し
た
。
手
続

条
例
の
制
定
な
ど
、
前
例
の
な
い

も
の
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
非
常

に
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
10
年
で
社
会
全
体
で
大
き

な
動
き
が
あ
り
、
今
は
低
炭
素
を

超
え
て
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
が

主
流
に
な
り
ま
し
た
。

　
キ
セ
ラ
で
行
っ
て
き
た
ま
ち
づ

く
り
や
、環
境
へ
の
取
り
組
み
が
、

今
後
他
の
地
域
に
ど
う
生
き
て
い

く
の
か
興
味
深
い
で
す
ね
。

市
長　
川
西
で
は
、
４
年
８
月
１

日
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。
住
宅
都
市

と
し
て
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
こ

の
事
業
で
の
取
り
組
み
を
き
っ
か

け
に
、
ま
ず
は
環
境
に
配
慮
し
た

未
来
に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

　
持
続
可
能
で
環
境
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
。
低
炭
素
化
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
工
場
跡
地
（
ブ
ラ

ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
）
か
ら
大
き
な

転
換
を
す
る
中
で
、
市
が
果
た
す

べ
き
も
の
で
し
た
。

　
低
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
、

平
成
24
年
に
、
市
や
学
識
者
、

民
間
事
業
者
で
構
成
す
る
「
キ

セ
ラ
川
西
エ
コ
ま
ち
協
議
会
」

を
発
足
。
全
国
初
の
「
低
炭
素

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め

に
、
建
物
の
低
炭
素
化
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
色

彩
と
緑
化
率
へ
の
配
慮
な
ど
を

定
め
た
「
運
用
基
準
」
や
、
基

準
に
沿
っ
て
協
議
を
す
る
た
め

の
「
手
続
条
例
」
を
制
定
。
こ

れ
ら
を
基
に
、
土
地
利
用
者
と

建
築
前
に
協
議
し
、
建
物
の
低

炭
素
化
や
地
区
内
の
緑
化
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
運
用
基
準
は
強
制
力
が
な
い
の

で
、
協
力
を
促
す
た
め
に
、
市
は

低
炭
素
化
と
緑
化
の
達
成
度
を

「
エ
コ
ま
ち
ラ
ベ
リ
ン
グ
」
で
明

ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
。
成
功
体

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
市
全
体
で
生
か

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

会
長　
地
域
づ
く
り
は
人
材
づ
く

り
で
す
。
こ
の
事
業
で
は
多
く
の

市
民
と
、
環
境
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

協
働
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
他
の
地
域
で
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、

活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
が
市
内
の

各
地
に
い
る
状
態
が
理
想
で
す
ね
。

市
長　
は
い
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

含
む
北
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
す
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
市
と
市
民
が
協
働
し

て
い
く
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
会
長
も
お
力
を
貸
し

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

加藤 晃規さん

越田 謙治郎

関西学院大学 名誉教授

市長

示
し
、「
エ
コ
ま
ち
建
築
賞
」
を

創
設
。
こ
れ
ま
で
、
特
に
優
れ
た

取
り
組
み
を
行
っ
た
11
件
を
建
築

賞
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
協
議
の
情
報
を

生
か
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
も
実
施
。
建
物
完
成
後
、

電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
消
費
量
の

報
告
を
受
け
て
、
地
区
内
の
低

炭
素
化
の
達
成
状
況
を
評
価
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
排
出
す

る
予
定
だ
っ
た
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー

標
準
推
定
値
の
約
29
％
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
を
、
市
と
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

事前協議なし
（エネルギー標準推定値）

協議あり

GJ：ギガジュール。エネルギー量の単位

約 860 世帯分
の年間エネル
ギー消費量

削減量29%
（5.1万GJ /年）

20
万 GJ / 年

15

10

５

０

17.5
万GJ

12.4
万GJ

エネルギーモニタリング結果（３年度）

ブラウンフィールドとは

工場用地として使われたことで土壌汚染が発生し、再開発が困難
な土地のこと。世界各地で、ブラウンフィールドからグリーンフ
ィールド（都市を一から構築できる土地）へ転換し、新しいまち
に再生する取り組みが行われています。キセラ川西地区も同様に、
市や土地所有者、事業者らが協力し、土壌汚染対策などの取り組
みを進めました。

キ
セ
ラ
で
の
取
り
組
み

各
地
で
生
か
し
て
い
く

キ
セ
ラ
川
西
エ
コ
ま
ち
協
議
会
会
長  

×   

川
西
市
長

未
来
に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

　
持
続
可
能
で
環
境
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
。
低
炭
素
化
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
工
場
跡
地
（
ブ
ラ

ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
）
か
ら
大
き
な

転
換
を
す
る
中
で
、
市
が
果
た
す

表彰された建物
に掲示。ラベル下
に低炭素化と緑化
の達成度が表示さ
れている

受賞サイン

対
談

キセラ川西地区内の建築時の手続きを変更
　「キセラ川西低炭素まちづくり計画」は、３月で計
画期間が終了。建物の低炭素化や、再生可能エネルギ
ーの導入、色彩と緑化率への配慮などを定めた「運用

基準」に基づく協議は終了となります。
　４月１日以降にキセラ地区内で建築する際は「開発
行為等指導要綱」に基づいて協議していきます。

全
国
で
初
と
な
る
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
た
め

地
区
内
の
建
物
の
低
炭
素
化
の
取
り
組
み
や

緑
化
を
官
民
一
体
で
進
め
て
き
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

公
園
緑
地
課

０
７
２（
７
４
０
）１
１
８
５

問い合わせ　３月末まで　公園緑地課　 072（740）1185　・　４月以降　建築指導課　 072（740）1204

CHECK!

平成 24 年からキセラ川西エコまち協議
会の会長を務め、都市政策と都市デザイ
ンの専門家としてキセラ川西地区のまち
づくりへの助言や提案を行う。 緑化などに積極的に取り組み、平成 28 年度にエコまち建築賞を受賞したキセラ川西オリヴィエ。

キ
セ
ラ
川
西
地
区
内
の
低
炭
素
化
を
推
進

低
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
平
成
24
年
に
発
足
し
た
エ
コ
ま
ち
協
議
会

３
月
で
キ
セ
ラ
川
西
地
区
で
の
役
割
を
終
え
、
解
散
と
な
り
ま
す

活
動
の
振
り
返
り
と
今
後
に
つ
い
て
、
会
長
と
市
長
が
対
談
し
ま
し
た

低
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
令
和
元
年「
先
進
的

ま
ち
づ
く
り
大
賞
都
市
み
ら
い
推

進
機
構
理
事
長
賞
」を
受
賞

ま
ち
づ
く
り
大
賞
を
受
賞

まちの転換���������������


	2023.02._01
	2023.02._02-03
	2023.02._04-05



